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2013 年に開催されたシンポジウムです。当時 JFA
常務理事でフットサル委員長であった松崎さん、フッ
トサル連盟専務理事の大立目さんにも参加していただ
いて、この世代のフットサル大会を作る、リーグ戦も
作る、さらには代表の強化とところまで含めてやって
いこうではないか、というような話がされました。

その翌年に全日本選手権ができました。JFAが主催
する日本一決定戦です。この優勝チームを見ていただ
いたらと分かる通り、ずっとサッカーの強豪校がフッ
トサルにも取り組んで優勝する、という流れが続いて
いたんですけれども、昨年になってようやくフットサ
ルクラブのペスカドーラ町田が優勝を果たしました。
こういう形でサッカーの強豪校の選手がフットサルに
取り組んでくれるということも非常にうれしく思いま
すし、フットサルのクラブチーム、高校のフットサル
部の人たちが目標になる大会ができたということは、
非常にこの世代のフットサルにとっては大きかったと
思います。ただ今年はコロナウイルス感染拡大のため
に開催されず、ということになっております。

私自身が神戸のNPOでで夏のフェスティバルを開
催しています。いくつかの大会ができると、もうひと
つ夏の大会がほしいという欲が出てきて、皆さんから

の要望を受けて作った大会です。こちらも北海道から、
南は鹿児島実業からみなさんたくさん参加していただ
きましたけれども、今年は遠方からの参加できないと
いうことで、関西のチームのみでワンデーの大会を二
日間という形で開催しました。8月もまだ非常にコロ
ナの影響が厳しかった時なので、たくさんの皆さんか
ら厳しいお言葉をいただくであろうと思いながら開催
しましたけども、もちろん参加している方からはあり
がとうという言葉をいただきましたし、開催に対して
のネガティブな声がほとんどなかったというのは意外
でもありました。やっていいのか議論、自問を繰り返
しての開催でしたが、やってよかったなという感想を
持った大会になりました。

さて、まさに今準備をしている大会です。2017 年
に静岡でエコパアリーナ、素晴らしい会場で開催しま
した。地元のHeroFCが優勝です。翌年は会場を名古
屋のオーシャンアリーナに移して、これまた地元のサ
ントス FCというブラジル人も参加しているブラジル
系のフットサルを見せてくれるチームが優勝をしまし
た。2019 年、2020 年はことぶきアリーナ千曲、長
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野県で開催しました。昨年は京都橘、サッカー強豪校
からフットサルに参加してくれたチームです。今年１
月はシュライカー大阪、日本代表にも選ばれている選
手も名を連ねる Fリーグの下部組織による初めての優
勝ということになりました。

続いて本年度の計画です。年明け 1月 9日、10日、
ことぶきアリーナ千曲で、準備を進めさせて頂いてお
ります。昨日、地元の観光局さんと長野県フットサル
連盟の皆さんと会議を行い、非常に厳しい状況ではあ
るけども、開催に向けて準備しています。後援に長野
県、県教育委員会、千曲市、一般社団法人信州千曲観
光局に入っていただいて、地元密着の大会になってき
たことを非常にうれしく思っております。今日はまさ
に観光局の事務所から私と中塚さんは参加しているん
ですけれども、その観光局の専務理事でいらっしゃい
ます小沼浩栄さんに一言コメントを頂きたいと思いま
す。よろしくお願いします。

小 沼 ：恐れ入ります。ご紹介頂きました、信州千曲
観光局の小沼と申します。フットサルの受け入れの話
の前に、少しばかり千曲市のご紹介をさせていただけ
ればと思います。位置関係で言いますと、長野市と上
田市という有名な都市のちょうど真ん中ぐらいになり
まして、人口が 58,000 名ほどの地方都市です。産業
の中心は観光が主体になっておりまして、その中でも
戸倉上山田温泉。今回皆さんに来ていただく時に、宿
泊を準備させていただく温泉地となります。また観
光地と致しましては、日本遺産という制度がございま
して、今年そちらに「月の都」ということで、姨捨の
棚田ですね、そこから見える月の景色というのが非常
に歴史的にも有名ということで、日本遺産に登録にな
りました。今年からかなりそういった部分では色々な
ところで取り上げていただけるようになってきたのか

な、という状況です。
千曲市という名前自体、全国の皆さんに知られるの

が難しかったのですが、皮肉なことに昨年の台風 19
号で被害にあって、全国の皆様に千曲市という名前が
知られてしまいました。ちょっと残念な結果なんです
が、そこで知名度を上げてしまったという状況です。
今回フットサルの受け入れに対しましては、一旦私

ども戸倉上山田温泉の宿泊施設を押さえております。
こちらの方は、今回、通常価格よりGoToキャンペー
ン、いま対象にはなりますので、こちらを対象にさせ
ていただき、受け入れをさせていただければと考えて
います。しかしいま政府の方で、かなりGoTo の見
直しもありますので、状況によってはどういう形にな
るか、何とも言えないところです。いまの段階でお話
できるのはGoTo の対象にできますので、なるべく
お早めのお申し込みをいただければというふうに思っ
ております。申し込みについては私ども信州千曲観光
局の方で承りますので、こちらの方におっしゃってい
ただければ、全ての手配はいたします。
また各旅館についても、感染症対策しっかり行なっ

ております。ですので一緒の部屋になっても、そこら
辺の対策も含めてガイドラインに沿って行なっており
ます。旅館さんでコロナが発生したとか、そういった
ケースも今のところございませんので、安心してお越
しいただけるのではないかなと。逆にお越しいただけ
るお客様には、感染症対策のこちらのガイドラインに
沿って対応していただければと思います。いずれにし
ましても試合当日またその前後、いろいろな部分で注
意しなければいけない点ございますので、他の部分に
ついてはまた私どもの関係者と合わせていろいろな対
策をとりながら、ぜひまずは大会を盛り上げていけれ
ばと思っております。
基本的に千曲市はこういった大会とかで来て頂ける

皆様ウェルカムでございますし、特にこういった高校
生の大会とか、そういったものがいろいろ消えていく
中で、一つでもそういった部分で協力できればと考え
ておりますので、何卒よろしくお願い致します。以上
でございます。

本 多 ：小沼さんありがとうございます。本日、北海
道フットサル連盟の荒川さんにご参加いただいていま
す。各地のリーグがどういう状況になっているのか。
まだリーグが行われていない地域もたくさんあると
伺っておりますので、今の北海道の状況を聞かせて頂
けるとありがたいです。
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荒 川 ：ご紹介いただきました、北海道フットサル連
盟専務理事をやっております荒川と申します。本多さ
んとも今日が本当に初体面ですが、先ほど紹介されま
したホンダカップで北海道の予選をするところから繋
がりがありまして、U-18 リーグチャンピオンズカッ
プにも北海道から参加させていただいておりました。
今年は 4～ 6チームを募集し、リーグ戦を 3～ 4日
かけて 11月に行う予定でしたが、コロナ感染拡大に
伴い自粛するチームもあって参加が 2チームとなった
ため、ホームアンドアウェイ方式で行うことになりま
した。それが 10月末ぐらいから北海道もかなり陽性
者が増えてきまして、北海道独自で決めている感染警
戒ステージが３に上がってしまったところもあり、北
海道サッカー協会も 11月の上旬に年内の主催大会の
中止を、英断ではあると思うんですが早々に決定しま
した。当連盟としても、協会の決定に従い、11月の
当連盟の主催事業の中止を決断しました。そのため、
U-18 のリーグは行なっていない状況です。なお 11
月の常務理事会の中でも、リーグができなかった状態
で代表チームを長野県に出すべきなのかどうかという
ことも協議をし、年内事業を中止にするのに 1月上旬
の、それも年始の大会に出場させていいものなのか、
などの議論をし、見送るべきだという結論には達して
います。ただリーグに参加した 2チームからも「何と
か出場できないか」という話もあり、本日、皆さんの
お話ですとか本多さんのお話ですとか、そのあたりも
伺いたくてシンポジウムに参加した次第です。
北海道もやはりフットサルよりサッカーに偏重し

ています。冬の期間はサッカーができないので、そ
の代わりにフットサルをするチームが多い中、最近
はクラブチームで、真剣にフットサルに取り組んでく
れるチームが増えてきているという印象は受けていま
す。JFAの大会や、神戸のグリーンアリーナの大会も
そうですし、今回のチャンピオンズカップにしても、
U-18 年代のチームや選手にとって非常に貴重な機会
になる良いイベントだと思いますので、今後も協力さ
せていただきたいと思っております。

本 多 ：ありがとうございます。大会は 16 チーム参
加で現在準備をしております。（２）と入っていると
ころ、東京、神奈川、静岡につきましてはリーグ参加
チーム数が多いということで、2チーム参加というこ
とで予定しています。今年新しく参加予定が宮城県、
和歌山県です。昨年まで積極的に参加して頂いていま

した愛知県につきましては、今年はU-18 リーグが開
催されていないということで出場なし。熊本はリーグ
が終了していて 1位のチーム、熊本第一高校が優勝し
て非常に喜んで出場します、ということでしたが、学
校から出場は難しいという通達があって、出場できな
くなりました。次に2位のチーム、以前にも参加のあっ
たエンフレンテ熊本は、保護者の皆さんと協議した結
果、出場は難しいということで、熊本県からも出場は
無しとなりました。大会形式については例年通り 16
チームのノックアウトで、１回戦・準々決勝敗者の交
流戦です。参加が 16チーム以下になった場合は大会
形式の変更ということも、検討していくことになると
いう状況ですすることになります。代表者会議は、通
常は大会の前日や当日に行われるものですけれども、
今回はオンラインで実施ということで、1月 4日の
19時に予定しています。
大会を開催にするにあたっての考え方をお話ししま

す。まず、できない状況の中で何が出来るのか。緊急
事態宣言もないしできる状況だよね、という安易な考
え方ではなく、非常に厳しい状況の中であるというこ
とをしっかり認識して、その中で何が出来るのか工夫
をしているという状況です。次に、多くの人の納得、
賛同を得られるか。たくさんの関係者の方々、保護者
や学校の先生も含めて、皆さんが納得して頂ける、賛
同していただける、100パーセントの賛同は難しいか
もしれませんけれどもしっかりとそういう視点を持っ
て進めていく必要があると考えております。３つめ
は、無理はしない、しかし、できることやるべきこと
はしっかりやりとげる。このような状況ですのででき
ないことも多いですが、でもできることやるべきこと
たくさんあると思います。たとえばリアルに集まるシ
ンポジウムできないけれども、オンラインでできるん
じゃないかとか、何ができるのか何をやるべきなのか、
しっかりと考えて、実行していきたいと思います。
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次に、無理はしないとしても、なぜそこまでして大
会をするのか、そもそも大会の存在意義は何なのか、
ということを考えてみたいと思います。勝利や記録を
目指して自らを高め競技を行うこと、その姿を観戦し
応援すること。スポーツの本来の姿、本質的なところ
かと思います。地域や国などが異なるチーム人との対
戦、交流、一つの場所に選手、関係者、観客が集うこ
と、人と集うことで喜びや感動が生まれる、というこ
と。現状コロナによってそれができない状況、行って
はいけない状況になってきています。できないこと困
難なことばかりですけれども、知恵を絞り、協力を得
て地元の皆さん、チーム、保護者を含めたすべての関
係者の皆さんの協力を得て、しっかりできることを、
大会当日に向けてしっかり実行していきたいと考えて
います。今日この後また皆さんからご意見頂きながら、
開催するのか、どんなチームが出場できるか、どうい
うレギュレーションになるか協議していくことになり
ますが、しっかりと進めていきたいと思いますのでご
協力をいただければと思います。以上で発表終了とさ
せていただきます。ありがとうございました。

中 塚 ：どうもありがとうございました。まさに千曲
市でその打ち合わせを昨日からやっていたところで
す。北海道の状況ですとか、各地域の状況も少しずつ
耳に入れながら、コロナ禍において、主催者としてど
のような判断をしていくべきかをいま迫られていると
ころです。いまの本多さんのプレゼンの中で聞いてお
きたいことがもしありましたらどうでしょうか。よろ
しいですかね。

＜ディスカッション＞

中 塚 ：残り30分です。最初は天皇杯という大きなと
ころから入り、お祭りの話があり、そして地元千曲で
のU-18フットサル、NPOサロンが主催する大会の話
にたどりつきました。少し時間を区切って、まずこの
U-18のフットサル大会を巡って、気づいたことや感じ
たこと、考えたことを出し合いたいと思います。
まずこの大会は、リーグをやっているところが集まっ

てくるという考え方です。先ほどの荒川さんのお話の
中で一つだけ気になったのは、U-18の「予選リーグ」
という言い方をされたことです。確かに千曲市で行わ
れる大会が本大会だとするなら各地域のリーグは予選
ということになるかもしれませんが、むしろリーグ戦
が、つまり地域に根ざした日常生活がベースであり、
そちらが先にあるというのが我々の考え方なんです。
その考え方でいうと、リーグ戦という“試合”はでき
ないけれど、リーグという“組織”があるとするなら、
そのリーグからチームを編成し、選抜して高校生をよ
こしてもらってもいいんじゃないかと。それぐらいの発
想を我々は持っていますということも踏まえて、ご参
加の皆さんからご意見ですとか、この大会に対する要
望ですとか、皆さんが持っておられる情報などを出し
ていただけるとありがたいんですがいかがでしょうか。
ちょうど先週、日本部活動学会の研究集会があり、

「大会の意味・意義を考える」というテーマで議論し
たんですけれどもその登壇者の一人である嶋崎さんが
おられますがいかがでしょうか。

嶋 崎 ：ありがとうございます。サロン 2002 の嶋崎
です。やはり日常生活の中に、どのようにしてリーグ、
あるいは試合が位置づけられるかというところがとて
も大事だと思います。その先にいわゆるイベント的な
もの、非日常のスポーツ活動としての、いわゆるカッ
プ戦があるということだと思います。やはり大事な
のは、しっかりと日常生活の中に試合が位置付く、そ
してそれが練習の励みになるということです。そのよ
うな位置付けというのをもっともっと考えていく必要
があります。どうも、先ほど中塚さんがおっしゃった
ように、大きな大会があって、インターハイとか選手
権があって、それの予選なんだという考え方がいまは
ベースになっていると思いますが、その逆の発想にし
ていかなければならないと考えています。大会の位置
づけということは以上です。



26

中 塚 ：ありがとうございました。他の方いかがでしょ
うか。画面上で手を上げてもらっても構いませんが。
北海道の荒川さんからどうでしょうか。北海道の中で
は理事会で派遣見送りとの判断がなされたとお聞きし
ました。ただ当事者たる2チームのうち、どちらのチー
ムか知りませんが、高校 3年生にとっては本当に高
校生ラストのイベントになるわけで、その辺りの現場
の声をどのように拾いながら判断していくのかは、派
遣する側としてもなかなか厳しいところだとは思いま
す。いまのお考えを、もしよろしければお聞かせいた
だけないでしょうか。

荒 川 ：中塚さんが言われている通り、送り出す連盟
としては非常に悩むばかりで、なかなか結論が出せな
いというところです。千曲観光局の方の感染対策の
話も、大会主催のみなさんの感染対策のことも十分伝
わってはきます。ただチームがそれだけの意識を持っ
ているか。どんなチームでも「行きたい」と言うんで
すね。ただそのチームがどれだけ感染症対策に対して
意識を高めていってくれるかというのが、あまり伝
わってこない。北海道は日常的にU-18 のリーグがま
だ確立していない状況です。当連盟でワンデー開催の
リーグ戦をしていましたが、ただそれだけで終わって
はモチベーションが上がらないとか、もうちょっと高
い目標を持ってもらいたいな、ということもありチャ
ンピオンズカップに出られる権利につなげる意味で
始まったものでした。U-18 に関しては日常的なリー
グがまだ実施できていないのが今の北海道の現状で
す。先ほど本多さんの方からご説明あったように、参
加リーグの中でも感染者数の多い地域、愛知県だった
り熊本も、最初の宇都宮さんが言われていたサッカー
の地域リーグに関しても、九州は開催できなかったり
します。時期によって人々の心、感情に、コロナ感染
者数と同じように、かなり波があって、この時期には
参加できるとかイベントとしてもいいとか。でも半月、
1ヶ月違えばまた全然違う考えが出てきたり。非常に
日本は広いので、当然、保護者の考えもいろんなとこ
ろで地域性だったり考え方が違っていて、参加できる
権利を持っていたとしても、保護者の方で反対される
となるとチームとして参加できないですとか、結論に
はなかなか達せないですね。非常に悩むことばかりで
す。本当に活路を見出せないと言うか、先ほどのプレ
ゼンの中でもあったように「できない中で何をしてあ
げられるのか、何ができるのか」という事を考え、日々
本当に悩んでいます。

中 塚 ：ありがとうございます。いや本当に答えがな
いのが難しいところで、先が見えない難しさもありま
すよね。いまの話の中で、私も高校の教員、サッカー
部の顧問として、一方ではサッカーの大会運営もする
のですが、学校によって、生徒によってかもしれま
せんが、確かにコロナ対策の意識の差というのはある
なと感じます。うちは会場校になるのでいろんなチー
ムが来るのですが、その中で感じます。大会そのもの
も、新しい大会スタイルを求める必要があります。例
えば、高校生って円陣組んで「ワー」って声を出した
がるんですよね。また指導者の方も、気合入ってない
高校生には「おら声出せ！」というようにやるのです
が、「WITHコロナ」ではそれはNGです。「ガイドラ
インに書いてあるから」なしなのではなく、「飛沫が
飛ぶから」なしなのです。ただそれをグラウンドでや
ろうとするところがある。会場にいる主催者側として
は、その場で指導者に指導するわけです。だから荒川
さんがおっしゃったように、参加する上での意識と習
慣の改革、これをまず促していかなくてはというのを
すごく感じます。これが「WITHコロナ」だし、「AFTER
コロナ」のイベントの、参加者の心構えとして当然持っ
ておないといけないことではないかと感じます。
いかがでしょうか他の方から。コメント欄には野村さ

んから埼玉ソーシャルフットボールの大会の様子も頂い
ています。それから竹内さんからもスペシャルオリンピッ
クスにご参加いただいた、そういうような立場でしょうか、
コメントのきっかけを頂いております。じゃあ野村さん。

野 村 ：精神障害のフットサルの活動している野村忠
明と申します。埼玉ソーシャルフットボール協会とい
う団体の運営委員として活動していますが、11月 28
日に春日部にあるウイングハット春日部というとこ
ろでソーシャルフットボールの大会を行いました。コ
ロナ対策で除菌とかをしながら大会を行った感じです。
１チーム病院のデイケアで入院患者さんで、難病の患
者さんとかが入院されている病院のデイケアのチーム
が、色々感染対策とかがあるので不参加というような
形になりました。なかなか厳しい状況だったと感じま
す。大変だなと、お話を伺いして思いました。ありが
とうございました。

中 塚 ：どうもありがとうございます。本多さんから、
このトピックの最後にコメントをお願いします。

本 多 ：先ほども参加が難しい地域があるという話を
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お伝えしましたが、チームの判断、学校の判断に加え
て、岡山県や福井県では高校生が県外に出ることがそ
もそも禁止になっているというようなお話もありまし
た。感染がまだ少ない地域にとっては感染が広がって
いる地域の方と接点を持つということが大きなストレ
スになるのだと感じています。そういった状況を受け
入れて、判断し対応していかなければならないですね。

中 塚 ：ということで準備をもちろん万端整えて臨む
のですが、様々な状況に対応しながら勇気を持った決
断を、それぞれの現場で、我々も含めてやっていかな
いといけないなと。しかもそれをやることによって皆
さんがハッピーになれるような、そのいうことが求め
られるかなと考えています。
ではここから後半戦ですね。土谷さんが提起してく

ださったイベント、あるいは宇都宮さんが紹介してく
ださった地域クラブという部分も含めて、張さんや本
郷さんからすでに様々なコメントを頂いております。
土谷さんにマイクをお渡ししたいのですが、時間がな
くなって話が途中で終わってしまったコロナ禍での
イベント、それと日常の部分。佐川での日常の取り組
みを一部ご紹介いただきましたが、その続きの部分も
ちょっとお聞かせいただけないでしょうか。

土谷：はい、KOSUGEI-16 の土谷です。じゃあ先ほ
ど用意したスライドの、途中までお見せしていた部分
以下のことをお話しさせていただきます。イベント未
満の事になっていきながらそれをどうやってコロナ禍
において、どのようにイベントに組み立てていくかと
いうことの参考にもなるのかなと、いまリーグの話を
聞いていて思いました。我が家では、うちの子供、長
男と長女が駄菓子屋を経営しています。高知県佐川町
に引っ越しして借りた家の一部がタバコの対面式の販
売所をもってまして、でうちの子供達が読み間違えて
たばZ（ゼット）と呼んでます。

中 塚 ：写真が共有されていないんですけど。

土 谷 ：ごめんごめん、失礼しました。はいじゃあも
う一度再生します。この駄菓子屋たば Zというのを
うちの家族の子供達が経営しています。私は仕入れ
には連れて行ってあげるんですけれど、経理から何か
らは全くノータッチで子供たちが自主的に始めたこと
で、私が 2ヶ月家を留守にして家に帰ったら家が駄
菓子屋になっていたという経緯があります。本当に田

舎なので子供たちが自分の意思でお金を使う場所がな
かったので、そういったことも踏まえて子供たちが友
達との交流の場として、駄菓子屋を始めたような考え
もあるようです。このコロナ禍においては駄菓子屋た
ば Zも対面式なので閉店していました。7月ぐらい
からまた再度オープンしたんですけれども、ちょうど
その同じ時期に神奈川県の横浜市の地下鉄のイベント
のオファーが駄菓子屋たば Zに入りまして、キヨス
クのような形で出店してほしいというオファーだった
んです。当然対面式だと非常に難しいので、どういっ
た形でできるかということを子供たちなりにも考えて、
キュレーター、キュレーターというのはその展覧会に
ついてくるディレクターとか学芸員さんのことをキュ
レーターと言いますけれども、そういった方々とお話
をしながら決めていきました。自分たちで構想して今
彼らが取り組んでいる電子工作とか前の木工の技術と
か、そういったコロナ禍の中で身に付けた自分たちの
技術を使って、オンラインでできる駄菓子屋たばZを、
横浜に 2週間程度ですけれども、イベントに出店しよ
うということになって、これは準備している写真です。

駄菓子屋たばZの駄菓子を買ってくれる人たちがあ
んまり密にならないように、机なんかも自分たちで考
えて製作して、塗装してこれはバウムクーヘンのイメー
ジらしいんですけれども、こういった駄菓子屋たばZ
のコピーの屋台を作って、横浜に送ったわけです。
プラス自分たちでこういった駄菓子屋たばZオリジ

ナルのグッズも作りながら、施工には子供たちも立ち
会って自分たちの手をなるべく使って、これは横浜市
営地下鉄の日本大通り駅ですかね。県庁の駅です。あ
そこの地下鉄のロビーにオープンしました。はいこん
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な雰囲気の店です。竹とかそういうもの全て佐川町で
採ったものを使っています。
これはその施工した直後ですけれどもセンサーが

入ってまして、お客さんが近くに来るとお店の人が
呼びかけているように駄菓子屋たばZ から声が出て、
いま人気の商品とかをお伝えする電気を使ったシステ
ムが入っています。
高知県佐川町に戻ってきて子供達はオンラインでこ

ういった形でペットカメラを使ってですね、店に来
た人と交流しながら商品を販売していました。はい
ちょっとここまでにしようと思います。中塚さんお戻
しします。

中 塚 ：はいどうもありがとうございます。私もこの
話を Facebook では見たのですがどうも頭の中でピ
ンとこなくてですね。佐川町でやっていた子供達の取
り組みがどのように横浜に飛び火し、展開してるのか
なと興味を持っていたものですから。どうもありがと
うございます。

土 谷 ：さっきリーグの話に混ぜてそうだなと思ったの
は、リーグが先にあってそれがある種の地域コミュニ
ティーの場になっていて、そこから大会とかカップ戦
というのがその次にというところです。卵が先か鶏が
先かの話だと思うのですが、カップ戦の頂点を目指し

てリーグ戦をするのではなくて日常としてリーグ戦が
あるというのは非常に共感できるお話したなと思って
聞いておりました。アートにも通じるなと思いました。

中 塚 ：ありがとうございます。まさに今回のシンポ
ジウムの第一部、第二部の構成も、それぞれ別物とし
て捉えているわけではなく、イベントから見えてくる
日常、あるいは日常生活にどうやってイベント性を持
たせるか。両者はたぶんつながってくるのではないか
と思います。
張さんから随分前に、たぶんそのことに関連したコメ

ントを頂いております。張さん聞こえてますか。チャッ
トの方に11時 2分に書かれているコメントが、いまの
関連になるかなと思いますが。張さんの方からちょっと
補足説明いただけるとありがたいんですけれども。

張 ：はい、どうもこんにちは。感想を書かせて頂
いただけなんですけれども。常々お祭りとスポーツは
どう関係するのかなというのを考えていて、今日の土
谷さんのお話を聞きながらやっぱりすごく質が同じな
んだなと感じました。ただ祭りというのは年に一回し
かないので、そうするとコミュニティーを強くしてい
く時にちょっと弱いところがある。一方スポーツ、特
にリーグ戦は、ほぼ毎週のように非日常のお祭りみた
いなものがあって、そういうのと年１回の祭りがくっ
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ついていくのが一番理想系かなと思うのが、今日の話
を聞いて思った次第です。ただ、アート系の方とスポー
ツ系の方って、僕は交流がないような気がしますし、
なんか競い合ってるようなところもあるような気がす
るんで、そこはそうじゃないんだよと。俺たち実は仲
間だよ、同じことをしようとしているんだから一緒に
やって行こうよ、っていう雰囲気ができていくとこれ
から良いなと思って感想を書きました。以上です。

中 塚 ：ありがとうございます。まさに土谷さんがな
ぜここにいるのかということにつながりますよね。随
分前のことですが、私がDUOリーグ－地域に根ざし

た高校生のサッカーリーグを始めた頃、ひょんなこと
から土谷さんと知り合いになり、「これまでのスポー
ツ観とこれからのスポーツ観」を示した時に、「その
話、アートも一緒だよ」と。つまり、これまでのスポー
ツは補欠ばかり生み出していたけど、これまでのアー
トも、展覧会へ向けての作品作りばかりで、展覧会が
終わったら全部在庫になると。「在庫ゼロのアートライ
フ」。色んな所で一致して意気投合したのがたぶん原点
にあるのだと思います。ですから本日土谷さんが提起
してくれた話題は、おそらくここに参加された多くの
方のハートに響いているのではないかと。コメント欄
にも色々書かれていますが、すみません時間があまり
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なくて拾いあげることができなくて申し訳ありません。
お一人だけ、大友さんから手が上がっていました。大

友さんは移動中のようですが取れますか。神奈川県サッ
カー協会フットサルでアンダー18を担当されて…。

本 多 ：大友先生は、神奈川県フットサル連盟理事長
ですね。

中 塚 ：大友さんから手が上がっていました。聞こえ
ますか大友さん。

大 友 ：大友です。こんにちは。本日リーグ戦の大
会 13日目で、スマートフォンで繋いでいます。今日
まさにリーグ戦 13日目です。今日を合わせてあと 5
日、合計 18日間でリーグ戦を終える予定で現在進行
形です。本日はミズノフットサルプラザ藤沢に来てお
ります。リーグ戦の準備をしている選手たちもいます
し、リーグとも連盟とも関係なく小学生が試合をして
いたり、人工芝の3面ではやっています。真ん中のピッ
チでは大人がフットサルをしていて、奥のピッチは若
者ですね。インドアコートではちょうど女子チームが、
練習試合をしているところです。この女子の試合が終
わったらリーグ戦です。検温であったり、選手全員の
健康チェックシートを毎回全員分回収したり、たくさ
ん苦労する点もあります。健康チェックも当日だけで
なく、前 2週間後 2週間全て把握するというような
やり方で健康管理しながらやっております。感染者が
U-18 では出ていませんが、連盟全体としては感染者
も何人か出ております。ただその都度、もしも何か起
きてしまった場合にも、必ず報告書の中に、時系列で
どのように感染していたか、保健所と同じような形で
経路を辿り、どういった対策がなされていたか確認し
ます。
夏の全日本ユースが中止になった際も残念に思いま

した。選手達は本当に一生に一度、学生時代のたった
2年半のこの期間の中で大切な機会を失われることが
ないよう、全力で進めていきたいと考えております。
夏は甲子園やインターハイも中止になってしまい

ました。それを受けてもフットサルの方も、これは
ちょっと厳しいかなと感じました。このリーグチャン
ピオンズカップもそうですね。高校サッカー選手権が
中止にならない限りは是非全力で進めてもらえればと
思っております。
学校に関しても練習試合とか遠征に関する制限は大

変多いです。ただし大会となれば話は別です。大会で

あれば、他の部の兼ね合いも含め、NGは出せずにい
るっていうのがいまの神奈川の他の学校の状況かと考
えております。

中 塚 ：はい、ありがとうございました。現場からの
レポートでした。東京でもちょうど本日、この大会
に出場するチームを決める代表決定戦をやっています。
そういったのが日常になって、その日常を束ねていく
ような非日常のイベントがバランスよく配置されるよ
うな、“ゆたかなくらし”コロナ禍であっても見えて
きたこと、それを「AFTER コロナ」にうまい形でつ
なげていくことができればなと思っております。
最後に本多さん、土谷さんの順で一言ずつ、全体を

通してコメントを頂き、第一部を締めたいと思います。
じゃあ本多さんお願いします。

本 多 ：はい本日はどうもありがとうございました。
開催まで一か月弱になり、ここからは引き続き本当に
厳しい判断が続いていくことと思います。今日皆さん
から貴重なご意見をいただきましたし、今後も本当に
メールでも電話でも slack でもなんでもけっこうです
ので、厳しいご意見も含めて是非お寄せ頂いて、厳し
い状況の中で何ができるかをしっかり考えていきたい
と思います。引き続きよろしくお願いします。ありが
とうございました。

土 谷 ：サロン 2002 からは、毎回毎回、アートにも
活かせるアイデアをもらっています。今回も多くの方
からいろんな意見、それから報告も受けて非常に参考
になりました。また第二部、引き続きフルで参加でき
るかわかりませんが楽しみにしています。よろしくお
願いします。ありがとうございました。

中 塚 ：この後すぐ、建物隣のアルピコタクシーへ行
き、12 時 37 分発の電車で東京へ戻ります。第二部
は東京都文京区のとあるお店から発信したいと思いま
す。来られる方はご連絡ください。新たな情報発信と
飲み会様式にも後ほど試みたいと考えております。第
2部は 16時半からです。15分前から入れます。URL
は同じです。まだ申し込んでないけど面白そうだなと
感じた方は是非お入りください。友達にもお声かけい
ただいて結構です。どうぞよろしくお願いします。
ではこれにて終了です。どうもありがとうございま

した。
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第２部　「新しい日常」を中心に
16：40～ 17：05　田中理恵（会社員／「リモート旅行部」共同主宰）…働き方の変化とﾘﾓｰﾄ旅行の試み
17：05～ 17：30　春日大樹（某日系総合電機メーカー上海支社所属）…海外勤務で感じたこと
17：30～ 17：55　岸　卓巨（A-GOAL ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ代表／NPOサロン事務局長）…休み時間はアフリカに
17：55～ 18：30　クロストーク
コーディネーター　中塚義実（NPOサロン理事長／筑波大学附属高等学校）

【参加者（会員・メンバー）20 名】
浅見明子、安藤裕一、春日大樹、川戸湧也、金子正彦、岸卓巨、熊谷建志、小池靖、笹原勉、嶋崎雅規、
白井久明、関秀忠、田中理恵、茅野 英一、土谷享、徳田仁、中塚義実、野村忠明、本郷由希、吉原尊男

【参加者（未会員）11 名】
荒川浩幸（北海道フットサル連盟）、Yasuko Kusakari、Hiroshi Komatsu、仲誠一、浜野大志（同志社大学）、
momo、ysk kimura、216-776-607、Jindo Morishita、OSHIMA Ryo、Kadiri Galgalo

春日大樹氏の発表資料より（P.42 参照）
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＜オープニング＞

中 塚 ：改めまして皆さんこんにちは。進行役を務め
ます、NPO法人サロン 2002 理事長の中塚です。午
前から参加してくださった方、私の背景が変わってい
るのはおわかりだと思います。午前の第１部は長野県
千曲市から配信しておりました。電車に乗ってとっ
とっとっと来ると 3時半すぎに東京都文京区に着くん
ですね。いま茗荷谷駅前のとある居酒屋から配信して
おります。
初めて参加される方がいらっしゃるかもしれません。

オープニングで主催者たるサロン 2002 とは、そし
て本日のシンポジウムの位置付け、演者紹介、進行案、
この辺りをご紹介したいと思います。
2014 年にNPO法人となりましたが、前身の研究

会を含めるともう 20～ 30年、長い間やっています。
「サロン 2002」の名称では 1997 年から前月月例会
をやっており、今日のシンポジウムが通算 290 回目
の月例会となります。「スポーツを通してのゆたかな
くらしづくり」を“志”に掲げるNPOです。いまで
はスポーツだけでなく、とにかく“ゆたかなくらし”
に力点を置き、いろんなことに取り組んでいます。
その観点で言うと、今年の春先から世界中がとんで

もないことになりました。皆さんそれぞれの立場で悪
戦苦闘されているし、この先も正直見えないところ
です。「WITH コロナ」だからこそ見えてきたことも
あります。そして見えてきたことを「AFTER コロナ」
にいかにつなげていくかということをテーマに、サロ
ンの会員・メンバーが登壇者となって様々な角度から
知見を共有しようというのが今日のシンポジウムです。
午前中の第１部では「イベント」を中心にということ
で、天皇杯の取材をしている宇都宮徹壱さん、そして
青森の八戸でお祭り絡みの教育プログラムに関わって
いる土谷享さん、そして千曲市で我々サロンが主催す
るU-18 フットサルリーグチャンピオンズカップの運
営に携わる本多克己さんの３名に登壇していただき、
イベントから見えてくるものについて意見交換しまし
た。後半戦、第２部では「新しい日常」を中心にとい
うことで、3名の演者にご登壇いただきます。それぞ
れ 20分ぐらいずつ話してもらい、それぞれの発表の
後に約 10分の質疑の時間を取り、最後に全体でディ
スカッションしようと考えています。
私の方からお名前だけ申し上げますので、各演者か

ら一言ずつ自己紹介していただければと思います。最
初は田中理恵（たなかりえ）さんです。そして次に春

日太樹（かすがたいき）さん。３番目は岸卓臣（きし
たくみ）さん。この順番で、簡単に自己紹介をお願い
します。
田 中 ：田中理恵です。よろしくお願いします。私は
会社員で、会社員として働きながら色々旅行に行って
いましたが、今回リモート旅行部というのを立ち上げ
たので、そちらを紹介したいと思います。よろしくお
願いします。
春 日 ：皆さんこんにちは。春日大樹と申します。現
在上海におります。コロナ禍での海外生活というとこ
ろで。現地の様子をお伝えできればと思います。よろ
しくお願いします。

岸 ：岸です。よろしくお願いします。思いっきり
日常の空間にいるので、息子と一緒にいますが、アフ
リカとのつながりで始めたプロジェクトについて、ま
さにコロナの中で始めたプロジェクトですので、そこ
と私自身の日常とを兼ねてお話しできたらと思ってお
ります。よろしくお願いします。
中 塚 ：ということで私の方から最初にいくつか確認さ
せてください。まずオンラインならではということに
なるかもしれませんが、確認事項がいくつかあります。
記録用として主催者が録画しております。しかしこの映
像を公開することはありませんのでご安心下さい。一
方、皆さんの方での記録行為、これは固くお断り致し
ます。よろしくお願いします。最終的に本日の内容を
書き物にまとめます。NPOサロンのホームページで公
開し、毎年発行する広報誌にも掲載します。ホームペー
ジ上に名前を出したくない方は、チャット機能を使って
お知らせください。公開できる範囲でご記入ください。
皆さんの画面の左下に表示されているお名前は、でき
れば氏名・所属という形で直していただければと思い
ます。右上の「…」のところにカーソルを持っていくと
修正できると思います。音声はミュートにしてくださ
い。画像できるだけオンにして反応を大きめにしても
らえると、話す人がやりやすいと思います。各演者の
発表の後で質疑の時間を取りたいと考えますが、皆さ
んに発言していただくことはなかなか難しいので、で
きればチャットの方にお書きいただければと思います。
時間ができれば皆さんにもご発言いただくような時間
が取れればと思います。時間は限られますが、密度濃
く進めてまいりますのでどうぞよろしくお願いします。
それでは最初の演者の田中理恵さん、「働き方の変

化とリモート旅行の試み」ということで、よろしくお
願いします。
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田 中 ：皆さんこんにちは。田中です。よろしくお願
いします。今日私からは「働き方の変化とリモート旅
行の試み」を、ご紹介させていただきます。最初に自
己紹介ですが、生まれは大阪府で 3年だけ関西に住み、
その後はずっと首都圏で暮らしています。大学在学中
にスキューバダイビングを始めて、毎月のように各地
に潜りに出かけていました。週に 5回大学のプールで
泳いで、週末になると海に出る生活で、伊豆半島や伊
豆七島、沖縄、小笠原等、毎月のように色々な所に潜
りに行っていました。その頃、思い立ったが吉日であ
ちこち遠出していたことが、今につながっているよう
に思います。
大学卒業後に民間企業に就職しまして、勤務地は

ずっと東京です。民間企業のマーケティング調査や官
公庁の様々な調査業務を行う調査会社に勤めています。
会社員をしながら、島根県隠岐島の海士町のダイビ

ングサービスのお手伝いを 7年間やっていました。休
暇になると現地に長めに滞在してダイビングのガイド
をし、終わると東京に戻る生活をしていました。この
時はあまり自分では旅行に行かず、むしろ旅行客をお

迎えする側として働いていました。ただ近年は結構
本業が忙しくなり、オンタイムは会社に長時間いて、
ゴールデンウイークのような長い休暇に海外に旅行に
行く生活をしていました。

このパターンを繰り返していたんですが、4月に緊
急事態宣言が出たことで、生活パターンが変わりまし
た。「オンタイムは出勤しないで、自宅で仕事をして」
ということになったので、オフタイムも遠出はできず、
要は「オンとオフの差があまりないよね」という状況
になったということです。
会社員とか勤め人の方はテレワークを推奨されて、

私と似たような経験をされている方もいらっしゃるか
と思います。内閣府で5月末から6月上旬にかけてア
ンケート調査（内閣府「新型コロナウイルス感染症の
影響下における生活意識・行動の変化に関する調査」）
が行われましたが、実際にテレワークをやっていた人
は都市部に多く、結構地域差がありました。都市部に
いた人は、急にテレワークになったことで生活の変化
が大きかった方も多いかと思います。

働き方の変化とリモート旅行の試み
田中 理恵

都市部を中心に、感染症影響下でテレワークを実施

出典：内閣府「新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査」
同調査は2020 年５月25 日～６月５日にインターネット調査により実施、全国の15 歳以上の登録回答者10,128 人から回答を得たもの。

今回の感染症の影響下で経験した働き方

※複数回答
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あとは業種によってもテレワークの実施状況が結構
違っていて、医療や福祉に携わる方たちは現場に行か
ねばならず、テレワークが行われた業種と行われな
かった業種に分かれていますね。ただ、その後時間も
経過して、直近ではテレワークがどの程度行われてい
るかの公的機関からの情報は、意外と少なかったで
す。緊急事態宣言明けもテレワークを継続するところ
が多いように聞いていましたが、肌感覚としては継続
されているところと、元に戻ったところに分かれてい
るように感じました。公のデータもなかったので、私
の周囲でおおよその実施状況を尋ねてみました。緊急
事態宣言があった 4～ 5月頃は、私の周囲の身近な
ところではどの組織もそこそこ高い割合でテレワーク
が行われていましたが、6月になり出社が再開した途
端にほとんど元に戻ってしまったというところもあれ
ば、再開前の 6～ 7割ぐらいの割合でやっていると
ころもあって、組織によって分かれています。特に今
回尋ねたところだと、緊急事態宣言明けの 6月の実施
状況によって、その後も高い割合を保っているのか元
に戻ったのかが分かれているようです。こんな感じで、
現状のテレワーク実施状況はまちまちかと思います
が、皆さんの所はいかがでしょうか？元に戻っちゃっ
たよという方も、いらっしゃいますか？ 

岸 ：週２日オフィスです

田 中 ：週２日ですか。私も週の半分ぐらいなので、
同じぐらいですね。他の方はいかがですか。

野 村 ：僕は戻りました。

田 中 ：そうですか。週５ですか。

野 村 ：週５です。

田 中 ：なるほど、やっぱりそういう方も多いですよね。
ありがとうございます。内閣府ではちょうど緊急事
態宣言が明けた 5月末から 6月上旬にかけて先ほど
のアンケート調査（内閣府「新型コロナウイルス感染
症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調
査」）が行われていましたが、以前から生活の満足度
等も尋ねています。今年は「感染症拡大前と感染症影
響下では、満足度が違うか？」ということもいくつか
の視点で確認しています。「感染症拡大前」について
の質問と「感染症影響下」についての質問があり、そ
れぞれ 10段階で回答してその平均点の差を比較して
いますが、どの視点で見ても感染症拡大前から比べる
と、感染症影響下では低下しています。「仕事の満足度」
は 1点ぐらいしか落ちていませんが、「社会とのつな
がりの満足度」や「生活の楽しさ・おもしろさの満足度」
は結構落ちています。この内閣府の調査を細かく見る
と、テレワークで出勤しない人とテレワークが出来ず
に出勤する人では、満足度の低下具合が少し違い、前
者の方は大きな低下になっていないという傾向が出て
いたようです。こんな形で、働き方だけではなくて色々
思っていることも変わってきているようです。
また、感染症影響下で新たに行ったことや取り組ん

だ事もこの調査の中では尋ねていて、皆さんお時間が
あったせいか何かやられた方も多かったです。その中
では「今までやれなかった日常生活に関わること（家
の修繕等）に新たに取り組んだ」という方が一番多い

のですが、例えば私の周囲でも「断捨離
をやった」みたいな話はよく聞きまし
た。また、今までできなかった趣味を始
めたとか、自分からオンラインでの発信
や交流に挑戦してみたという結果も出て
います。確かに私の周囲でも、この機会
に zoomを始めたとか、前もやってい
たけど頻度高く使うようになったという
話はよく聞くので、確かにそうかなと思
いました。あとはビジネス系の勉強への
取り組みをされた方も、データでは出て
います。皆さん色々されていたようで
すが、データを年代別に見ると若い人
ほど色んなことを取り組んでいて、年齢
が高くなると「特に挑戦したり、取り組

感染症影響下では、生活や仕事への満足度が低下

出典：内閣府「新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査」
同調査は2020 年５月25 日～６月５日にインターネット調査により実施、全国の15 歳以上の登録回答者10,128 人から回答を得たもの。
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んだりしたことはない」という方の割合が高くなって
いました。オンラインで何かやったという方も、若い
方ほど多いです。ただこれは新たに取り組み始めた割
合であり、以前からオンラインで色々やっていた人た
ちもいるので、それも合わせるとオンラインで自分か
ら発信とか交流をする人がかなり増えているのでは？
と、感じました。私の周囲でも、緊急事態宣言中に
facebook ライブ等、何らかのライブ配信をトライし
始めたという人もよく見かけましたし、特にこの時期
に増えたように感じました。
そして、しばらくはステイホームで普段より買い物

にも行きにくかったので、ネット通販が一時期増えて
いました（総務省「家計消費状況調査結果」）。最近は
だいぶ前年並みに戻ってきていま
すが、皆さん当時何を買ったか覚
えていらっしゃいますか。当時は
食料やトイレットペーパーの買い
だめがあったりとか、パソコンの
周辺用品を買った人が多かったり
とか、色々買われていたものが
あったかと思います。総務省の調
査（総務省「家計消費状況調査」）
では、ネットを使って買ったもの
が 22品目に分類されて前年に比
べた増減が出ているのですが、今
日は少し品目を絞ってお話ししま
す。例えば家電や家具は緊急事態
宣言の頃に一気に買われて、その
頃に対前年比は急にプラスが大き
くなってますが、秋になると前年
と同じに戻ったりマイナスになっ
ています。この他、食料や書籍の
ように緊急事態宣言の頃に対前年
比のプラスが大きくなり、そのま
まオンラインで買うことが定着し
た物もあります。図では省略して
いますが、衣料品とか化粧品と
か、日常的に使う物もネットで買
うことは定着しているようです。
また、デジタルコンテンツ（電子
書籍、ダウンロード版の音楽・映
像、アプリなど）は緊急事態宣言
のあたりから前年比のプラスが大
きくなり、その後低下せずに高い
割合を保ち続けています。色々な

物のデジタル利用の定着が、このあたりにも現れてい
るように思います。逆にサロン 2002の皆さんがわり
と関係がありそうな、旅行に関する費用やチケットは
2月以降ずっと低迷したままです。緊急事態宣言の頃
はこうした変化を感じながら、なんとなく「家にいる
し、何かやろうかな」と思っている人が多い状態だっ
たように思います。
そんな時、世界一周中に旅行のブログが有名になっ

た友達が 5月のテレビ番組でリモート世界旅行のナビ
ゲーターをやっていて、他の友達との会話の中で「私
たちも試しにやってみようか」ということになりまし
た。友達と二人で共同主催者となって第 1回は 5月
に行い、その後も続けてみました。今となってはリ

若いほど、趣味や学習、オンラインの発信・交流等に取り組み始めた

内閣府「新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査」をもとに作成
同調査は2020 年５月25 日～６月５日にインターネット調査により実施、全国の15 歳以上の登録回答者10,128 人から回答を得たもの。
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モート旅行とかオンラインツアーとか色々な名称で、
趣向を凝らした有料イベントが行われていますが、当
時のテレビ番組の中でどのような形で行われたかを少
しだけご紹介します。現地レポーターはいなくて、日
本でネット上でGoogle ストリートビューを操作し
て、そこに出てくる現地の写真等を見ながら説明して
いました。それを見て、「現地に誰か行かなくても出
来るし、時間があるうちにちょっとやってみようか」
ということで、すぐに告知して翌週に zoomで第 1
回を開催しました。第 1回がペルーとモロッコ、第 2
回はイタリア、第 3回フィンランド、第 4回スイス、
第 5回グアテマラ、第 6回クロアチア、第 7回奥熊
野、第 8回はフィンランドの教育編に絞ったもの、第
9回マレーシア、第 10回は人気だったフィンランド
教育編のパート 2です。最初は仲間内に声をかけて、
20～ 30 人ほどの方にペルーとモロッコを 1時間で
やりました。「まずはトライしてみたけど、時間不足
で消化不良になりごめんなさい」というような状態に
なってしまったので、第 2回からは 1テーマ 1時間
に変えました。次に Facebook の中に非公開グルー
プを作り、その中で第 3回から録画視聴もできるよう
に ･･･ と、気軽に始めて少しずつ変えていきました。
ここで旅行の情報収集の話をすると、Webで調べ

る人は以前から多くなっていましたが、さらにWeb
サイトの中での紹介の仕方も変わってきているのでは
と思います。以前はパンフレットのように文字で読む
部分が多かったと思いますが、だんだん写真の割合が
上がり、動画やVRで紹介するパターンも近年は増え
ているように思います。

私たちがリモート旅行の会を開催する時も、自分達
の手持ちの現地写真だけで旅先の話をするのは難しい
時もあり、テレビ番組のリモート世界旅行を参考にし
て、Google ストリートビューも使えば写真がたくさ
んなくても出来るのでは？というところから始めまし
た。そのうちGoogle アースも使ったらもっと楽し
いとか、知り合いの現地関係者にも話してもらおうと
か、リソースを組み合わせて旅先が楽しめればよいの
では？と考えました。現地の関係者と言っても、現地
在住の一般の方（旅行業でない）でして、参加しても
らって補足説明していただいているうちに、旅行会社
から声がかかって有料のリモート旅行のガイドとして
デビューされた方もいます。最近は旅行会社が有料の
リモート旅行事業を始めて、力を入れているところも
あるので。
他にも、私が中南米のナビゲーターをする時には、

中南米の旅行中に知り合った旅行客の方に参加をお願
いし、補足説明してもらっていました。ゴールデン
ウィークにペルーで会った人に、次の年のゴールデン
ウイークにグアテマラでばったり再会したので、その
方に両方について補足説明していただきました。
第９回マレーシア編では私達は事務局に専念して、

マレーシアに住んでいた私の友達にナビゲーターをお
願いしました。その方も以前にマレーシア旅行中に知
り合った方ですが、彼女が現地でご一緒していたお友
達や現地在住のお友達に協力していただいて、今と昔
のマレーシアの話をしていただきました。
他にも、第 2回イタリア編でペルージャを取り上

げた時も、ペルージャ関係者に協力していただきまし
た。サッカーに詳しい方はよく
ご存知の地名かと思いますが、
中田英寿がペルージャやローマ
にいた頃に、添乗員をしていた
私の友達もちょうどペルージャ
やローマに住んでいたので、私
も旅行に行っています。彼女は
当時ペルージャの住民で、その
頃のお友達の中には今も住んで
いる方がいたり、私の別の友人
で彼女の数年後にペルージャに
住んだ方もいたり、住んだこと
がある人が多かったので、そ
の方たちにも参加していただ
き、補足説明していただきまし
た。また、ペルージャは坂がた

リモート旅行の開催

日時 内容

5/24（日）21時 ペルー＆モロッコ

6/14（日）21時 ペルージャ（イタリア）

Facebook内に非公開グループ「リモート旅行部」を作成し、録画視聴可能に

6/28（日）15時 フィンランド

7/12（日）21時 スイス

7/26（日）21時 グアテマラ

8/8（土）21時 クロアチア

8/23（日）21時 熊野

8/30（日）21時 フィンランドの教育編

9/13（日）21時 マレーシア

10/31（土）21時 フィンランドの教育編past2
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くさんある街なんですが、それをGoogle アースやス
トリートビューで紹介すると、写真でお見せするのと
はちょっと雰囲気が変わって面白い時があります。ご
存知の方もいらっしゃるかと思いますが、ペルージャ
は山の上にあって町が高い位置にあるんですよね。ス
タジアムとかは下の方の平地にあるのですが、各々の
位置関係をGoogle アースで立体的に俯瞰してみて
おき、目線を上空から山の上の町の中のメイン広場に
移してメインストリートを歩いて行く ･･･ といったこ
とを、参加者の皆さんと一緒に見たりしていました。
さっきお話ししたテレビ番組でも、メインストリート
の中をGoogle ビューで進みながら「メインストリー
トを歩いて行くと、街中にはこんなものがあるのがわ
かりますよ」という見せ方していたのですが、ペルー
ジャなら「この公園広場からメインストリートを歩い
て行くと、あの角に現地で有名なチョコレートショッ
プがあってね ･･･」みたいなことを前に進む画面を一
緒に共有しながら話ができるなと。必ずしも自分の手
持ちの写真だけじゃなくても、こういうものも使いな
がら現地での体験を紹介したり、参加者の方からの質
問に答えながら、リモート旅行をやっていました。
こうして何回かやっているうちに、最初は考えてい

なかった広がりが出てきました。例えば第 3回フィン
ランド編は私がナビゲーターとしてフィンランドの紹
介をしながら、現地在住の方やフィンランドに詳しい
方にも参加していただいたところ、その中にフィンラ
ンドの教育に詳しい方もいました。となると、その話
を聞きたい人も出てきたため、テーマを絞って深く話
してもらおうということになりました。こうして参加
者の中から発表して下さる方が出てきたことで、それ
まで参加していなかった方が初めて参加して下さった
り、広がりが出てきたかなと思っています。最初は自
分たちがナビゲーターで紹介することを前提にしてい
たので、何回かやったら紹介できるところがなくなる
かも？とも思っていたのですが、回を重ねるうちに周
りの方達が参加だけでなく発表もして下さるようにも
なり、私達は事務局に徹してもよい回が出てきました。
さきほど今コロナ禍で強制的に家にいたことを機に、
場所によらずオンラインで発信する人が増えたという
データの話をしましたが、このリモート旅行の会を見
てもそういう方が結構増えたように思います。「ネッ
トで発信することには興味がなかった」とか「パワー
ポイントを使ったことがなかった」とか「普段スマホ
しか使わない」という方もいて、私たちの気軽なイベ
ントの中で「ちょっとやってみようかな ･･･」と発表

側に回ってくださるようにもなっていきました。今ま
でだったらそんなことはしなかった人たちが、参加す
るだけでなく、会に慣れたら発表するようになったと
いうのは、結構大きな変化かなと思っています。
旅の楽しさはできれば現地で体感したいところです

が、こんな形で旅の話で盛り上がるのも今となっては
アリかなと思っているところです。簡単ではあります
が、私が今までやってきたリモート旅行の試みについ
てご紹介させていただきました。

中 塚 ：どうもありがとうございます。前半部分では
働き方がどのように変わってきたかをデータを駆使
してご紹介いただき、そして田中理恵さんご自身の働
き方をみたときにオンとオフの差がなくなってきたと
いうところ。まさに皆さん感じておられるところもあ
るのではないかと思います。リモート旅行には私も何
度か参加し、「こんな旅の楽しみ方があるんだ」とい
う新たな発見をさせていただきました。質問とかがあ
りましたらチャットの方に書き込んで頂きたいのです
が、ちょうど時間が来ているので、演者の方は次の春
日さんに移り、最後のクロストークのところで改めて
「リモート旅行の試みから見えるもの」を拾い上げて
いけたらと思います。理恵さんどうもありがとうござ
いました。

田 中 ：はい、ありがとうございました。

中 塚 ：理恵さんの発表では、我々の肉体は日本にあ
りますがハートは海外に、というようなところですが、
２番目の演者の春日大樹さんは、肉体そのものがいま
海外にあり、リモートでここに参加してくれていると
いうところです。どこにいるのかを、先ほど田中さん
が紹介してくれたGoogle Earth で割とリアルに見ら
れるので、実は事前の演者打ち合わせの際に、こんな
ことできるというのがわかったので、春日さんの居場
所を理恵さんにGoogle アースで出してもらおうとし
ています。

春 日 ：理恵さんありがとうございます。そこですね。
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春 日 ：皆さん初めまして。サロン 2002 メンバーの
春日と申します。いま理恵さんに出していただきまし
た上海市内の現在隔離施設におります。ちょっとお見
せします。浦東第 32区医療隔離施設という所に現在
おりまして、住所とかが書いてあってその下にルール
が書いてあります。今週の火曜日 (12/8) に帰ってき
まして、そのまま隔離施設に入っております。どんな
施設にいるのかをちょっとお見せしようと思います。
私のいまいる部屋を紹介します。第 32番隔離施設と
なっておりまして、私がいる部屋はこんな感じでベッ
ドがあって、デスクがあると。こちらが洗面でそちら
に扉が見えていますが、この扉は基本的に開けてはい
けないルールになっております。最近センサーがつき
まして、扉を開けるとアラームが鳴ってしまいまして、
完全にこの部屋から出られない状況になっておりま
す。この部屋に私は今月（12 月）の 23 日まで缶詰
状態になっています。実際にどういう生活かというの
は後ほど紹介させていただきます。

初めての方もおられますので、簡単に自己紹介をさ
せていただきます。私は春日大樹と申します。出身は
京都府。1991 年の生まれ 29歳です。筑波大学の大
学院を卒業しました。学部時代から筑波大学に居まし
て、筑波大学蹴球部で活動していました。中塚さんは

私のサッカー部の大先輩。また同じく理事の笹原さん
が学部の大先輩にあたります。演者の皆さま、大先
輩に囲まれながらこういった場でお話をさせて頂くの
は非常に恐縮しております。2017 年より現職の電機
メーカへ入社しまして、2019 年 8月から、今おりま
す上海の販売会社に出向しております。
またサロンの繋がりですが、父が高校教師をしてお

りまして、全国高体連の業務で中塚理事長また理事の
嶋崎さんと同僚でして、その繋がりからサロン 2002
を紹介されました。またそのつながりから 2014 ～
2017 年の間、サロンの事務局を卒業まで務めさせて
いただきました。私を表すキーワードとしてはサッ
カー、ドイツ、あと中国が、いまキーワードになって
おります。
今日の発表の構成ですが、昨年 12月のコロナ発覚

から今日までの世界の動きと、それに翻弄された私の
1年間をご紹介させていただこうと思っております。
現地の様子、特に中国の様子や、日本の様子、また一
部海外の様子、ヨーロッパの友人から情報をもらいま
したので、なども紹介しながらお話をさせていただこ
うと思いますが、あくまで紹介をするという立場で
あって、どちらの政策がいいとか悪いとか、そういっ
たことを論じるつもりは全くございません。このこと
だけ事前にお伝えいたします。

海外勤務で感じたこと
春日 大樹

隔離施設の部屋 隔離施設の住所
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まずコロナのスタートですが、オフィシャルに中国
政府が後に認めた発表によりますと、2019 年 12 月
8日に武漢市で一人目の感染者が発見されたところが
スタートになっています。ただしこの頃は中国全土に
情報が入っていませんでしたので、12 月 23 日時点
では、私は 1月に武漢の出張を計画しておりました。
全くそんな話は聞こえていなかったということです。
年を明けた 1月の最初の出社の時に、「原因不明の

風邪が武漢で流行っているので来ないで下さい」とい
う連絡が私のもとに入りました。この時はまさかこん
な病気が流行っているとは思っておりませんので、僕
は現地スタッフに「風邪が流行っているぐらいでなぜ
出張を中止するのだ、しっかり準備しているのだから
それはなしだろ」と、かなり食ってかかりました。し
かし、「お客さんも外部の人を入れられないと言って
いるからどうしようもないですよ」というので、釈然
としない思いで出張をキャンセルすることになりまし
た。その時はまさかこんな風になると本当に思っても
いませんでしたので、結果としてはここで行かなくて
本当に良かったという部分ももちろんあります。
その後武漢のある湖北省に関しては日本側も立ち入

り禁止などの制裁はしているのですが、上海は何も変
わらず、日常通りの生活をずっと送っていた中で、1
月末の旧正月、お休みが 10日間ほど頂けまして、非
常に楽しみにしておりましたドイツ旅行に出かけたわ
けです。旅行中に、どうやら中国でコロナウイルスな
のかすごい疫病が流行っているぞ、という情報がドイ

ツにもだんだん飛んできまして、なんかヤバそうだ
なと感じながら通常通り帰国しましたが、ドイツから
戻って空港に到着しますと、上司から電話がありまし
て、私の住んでいるマンションでコロナの感染者が出
たので、家に帰らないでくれと、ドイツから帰ってき
た直後に言われました。「いやいやちょっと待ってく
れ」という話をしたのですけれども、これは会社とし
ては許可できないと言われまして、浦東空港の到着ロ
ビーから出発ロビーにそのまま上がりまして、「その
日のうち早く大阪に飛べる便の予約をお願いします」
とカウンターでお願いをして、日本に帰ることになり
ました。
日本に帰ってからはだんだんコロナの情報が出てき

まして、中国がえらいことになっているという状況が
2月、報道されていた通りですね。この間にはコロナ
に警笛を鳴らした眼科医の方がお亡くなりになられた
というニュースも、日本でご存知の方も居られるかと
思います。そういった状況下で、私が日本に戻ってい
る 2月の中国ではコロナウイルスが猛威を振るってお
り、一体いつ中国に帰れるのだろう、戻っていつから
仕事ができるのだろうという悶々とした時間を過ごし
ておりました。2月 24日にしておりますが、本当は
もう少し早いタイミングで、3月 1日より事務所を開
けるので戻ってこいと指示がありました。日本の報道
を見ていると、とてもじゃないがいま戻って大丈夫な
のかというところが非常にありました。日本側から中
国に飛ぶことが禁止になるかもしれないという動きも
あったのですが、特にそういうことはなく、中国に 2
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月 24日の飛行機で戻ることになりました。実際この
時のフライトですが、関西空港に着いてから上海の自
宅に着くまで、体温を 6回測りましたね。検問ごと
に体温を測られまして、2時間前にとったのだから同
じだろうと思いました。パスポートチェックのところ
で体温を測った後、帰るタクシーに乗る時にもう 1回
とったり、最後は家に入る時にもう 1回体温を測られ
たり。一時間刻みで測らなくても、と思うくらいの状
況の中、上海に戻りました。
この時は、まだコロナウイルスのことがよくわかっ

ていなかったこともあり、今のような隔離のルールが
なかったので、着いてから数日ほどは普通に過ごして
いました。到着 3日後に上海市が方針変更しまして、
家に管理人の方が来て「春日さん、今から隔離してく
ださい」と急に言われ、そのまま自宅で隔離すること
になりました。今年は計 3回の隔離を経験しました
が、これが 1回目の隔離生活です。
隔離があけて 3月から職場に復帰し、通常通り事

務所に毎日出勤し、仕事をしておりました。そんなこ
とをしているのを横目に、日本にもコロナウイルスが
入ってきまして、2月末の Jリーグが延期になり、3
月に入るとWHOが全世界的なパンデミック宣言を
する流れになります。なぜか中国はその 4日後にフッ
トサルコートの営業が再開して、サッカーができるよ
うになりました。我々としては一番のストレス発散に
なるサッカーができるぞということで大喜びしてサッ
カーをしていました。世界では 4日前にパンデミック
が発表された直後ですが、我々としてはここから少し

ずつ回復していくぞという流れになっており、非常に
ギャップがあるなということです。

左上の写真は通常時の上海地下鉄です。上海は非常
にたくさん走っていますので、移動は基本的に地下鉄
を使います。通常時の地下鉄が上で、3月に私がコロ
ナあけすぐに乗ったのが下です。まだまだ人は少な
かったです。この 2月、ロックダウン時の上海は、友
人に撮ってもらった写真ですが、こんな感じで誰も人
が歩いてないという状況です。一番右側が上海用の、
感染者でないことを示すバーコードです。日本でもご
存知の方がおられるかと思いますが、アリババ、アリ
ペイというネットキャッシングのシステムをやってい
る会社が作りましたアプリです。いま確認したら赤色
になっていたのですが、赤色の時は外出禁止です。施
設に入ってくださいという指示です。逆にこのバー
コードが緑色になりますと、コロナ感染の疑いなし、
濃厚接触もなしということで街中を移動できるように
なります。3月時点ではこちらのバーコードをありと
あらゆる場所で表示しろと言われまして、警備員の方
にこのバーコードを見せて、緑色だったら建物に入れ
たり、地下鉄やバスに乗れたりというルールになって
いました。逆に言うと、これがないとどこにも行けま
せん。日本では cocoa というものがあっても非常に
普及率が低いということですが、ここら辺のパワープ
レイ感がやはり中国だなと感じています。
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左上の写真は、私のオフィスのそばにある商業ビル
の中にあるフードコートですが、椅子を強引に減らし
まして、また対面で座れないようになっています。こ
ういった処置は日本でもされています。日本だとアク
リル板が立っていたりしますが、中国は椅子を減らし
て座れなくしています。後ろの赤い方、ジャンバー着
ていますが、当然空調も付いていないので、とても寒
い中、コートを着てお昼ご飯を食べるという感じでし
た。
右側は、先ほど申し上げたWHOのパンデミック 4

日後にあったフットサル場の写真です。この時は日本
人の駐在員ばかりで、日本人しかいなかったです。中
国の方はまだ怖いから出てきてなかったのですけれど

も、我々のようにストレスの発散がサッカーになって
いる駐在のみんなで、やった！ということで飛び出し
て行きました。体温検査と、あと先程のバーコードを
見せると入れるというルールです。またピッチに入れ
る人数に制限がありまして、フットサルコートは 5人、
もう一つ大きいコートは 8名、それ以上はコートの中
には入れないルールになっています。待っている人も
2人までと決まっていまして、密にならないような工
夫をされながらサッカーをしています。
この時は嬉しかったですね。隔離も含めて厳格にや

られている中で、やっぱスポーツによって心の安定が
これだけ保たれるのかということをものすごく感じた
1日でした。
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こちら（p.41）が 4月から 5月をまとめたもので
す。この辺りから世界での動きが怪しくなってくるの
ですが、4月 1日に中国政府が外国人の入国を全面的
に禁止する決定をし、これによって私は日本に帰れな
くなりました。日本に帰ることはできるのですが、事
務所に戻れないということで、我々としては中国から
実質出られない状況になったということです。その後
にプレミアリーグが延期になったり、日本でも緊急事
態宣言が出されたり、ステイホームという状況になっ
ていきます。しかしこの頃は、私たちとしては国内出
張も解禁され、日本人リーグって書いてありますがア
マチュアサッカーリーグをやり出しまして、バーコー
ドのチェックはあるのですが、通常通りの生活が徐々
にでき始めておりました。その頃、サッカーチームの
メンバーで日本へメッセージの写真を撮ろうというこ
とをやりました（p.31 写真）。6月に初めて出張に行
き、7月も気温が上がってくるとマスクをつけずに歩
いている人が出てくるように中国はなっていました。
そのタイミングで 7月に入ってからようやく Jリーグ
が再開したり、GoToトラベルが始まったり、日本も
徐々に動かしていくという中、中国は 7月の末に、プ
ロリーグであるスーパーリーグが開幕しました。コロ
ナの感染を抑えたていたのですけれども、こういった
スポーツイベントを開くことに関しては日本以上に慎
重な姿勢をとっていたというのが中国の状況です。
p,31 の写真はご存知の通り Jリーグ開幕です。無

観客で試合をやったのが印象的でしたね。リモート
マッチと呼んでいました。すごく印象的な出来事だっ
たと思います。右側は、私の上海にいるサッカーチー

ム。おじさんチームから、日本のステイホームが始
まったタイミングに、みんなで写真を撮って、日本の
メンバーも入っているグループチャットに発信して、
「隔離大変ですけど頑張ってください」と伝えました。
やっぱりスポーツでつながっている仲間がいるのは本
当に素晴らしいことだな、と感じた出来事ですので紹
介させていただきます。

ここから 8月から 12月にかけての話です。8月に
入りますと、コロナの感染者が上海でほぼゼロという
ことで、マスクをつけずに歩いている状況になってい
ました。私もつけていませんでした。事務所の中でも
つけません。公共交通機関に乗る時以外はマスクをつ
けないぐらいの生活になっていました。
その頃になると歌舞伎座が開いたり、Jリーグにお

客さんを入れたりという流れが出てきていましたの
で、日本も徐々に戻ってきたのかなというようなタイ
ミングで、私の祖父が体調を崩したということで、9
月の末に一度日本に帰ることになりました。
この頃には外国人入国を禁止するルールはなくなっ

ていました。隔離という拘束はありますが出入りはで
きる状況になっていたので、9月末のタイミングで帰
国をすることになりました。
10月に帰国をし、門真市にあります東横インで 2

週間の隔離生活を送ることになりました。隔離生活が
あけて日本の自宅に戻り、その後はリモートワーク中
心に仕事をしていました。そのタイミングで 11月に
なってくるとヨーロッパで感染が再拡大し、イギリス
やフランスなどでは 2度目のロックダウンという状況
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になっていきます。こちらは後で写真を付けて紹介さ
せていただきます。
記憶にも新しい 11月末の出来事ですが、日中の外

相会談が開催され、日中韓のビジネス往来再開という
ことで合意しました。こちらのニュースは、一般の皆
さまからすると往来再開という印象を持たれる方がお
られるかと思うのですが、12月 1日からは PCRと抗
体検査の陰性証明を持っていないと飛行機に乗れませ
んということで、ルールがより厳しくなりました。実
際に日本からの出張者の移動がOKになったという情
報はいまの時点はありませんが、まずは PCR と抗体
証明を取ってから乗ってください、という厳格なルー
ルに決まりましたので、今週の月曜日（12/7）、日本
の病院で検査を受けて、無事陰性ということになりま
して上海に戻り、いまこちらの隔離施設に入って 3回
目の隔離を迎えております。

左の写真は、日本に帰国した際のホリデーインの部
屋です。さっきお見せした部屋よりもかなり狭いのが
わかると思います。ただ日本の隔離は、中国と比べる
とゆるゆるです。関空に着いてから唾液による PCR
検査を受けて、陰性なので外に出られます。隔離と言

いつつ外出OKです。ホテルでは、公共の交通機関だ
けは乗らないでくださいと言われまして、「食事はど
うすればいいですか」と聞きますと、「朝食はパンを
持って行きますけど昼と夜は自分でやってください」
と言われ、駅前の王将とかすき家に普通に食べに行っ
て普通に戻ってこられます。週末だったら居酒屋で一
人でお酒を飲む分には問題ないということで。これで
隔離かと思いながら、帰国してから 2週間、ログを明
確に取るということが目的になっているだけで、行動
制限はないというのが日本の隔離です。ちなみに私は
両親が教員をやっている関係でホテル隔離を選びまし
たが、選択肢としては自宅隔離もOKというのが今の
日本のルールになっています。
右側は 10月に帰る前の浦東空港の国際線乗り場の

様子です。ご覧の通りほとんど人がいません。免税店
も当然開いていませんでした。食堂が 1軒開いている
だけであとはもう全て閉まっています。もちろんお客
さんもほとんどいません。1軒だけ店が開いていると、
乗る人は少ないが全員そこに集まっちゃうのでお店が
密だなと思ったりしましたが、中国は感染者が少ない
ので問題ないようです。

次ページの写真は友人から送っていただきましたロ
ンドンのロックダウン時の街中の様子です。見ての通
り人が誰もいません。ロンドンはロックダウンと言い
きった以上、人が街中を歩かない状況まで行くのだな

と感じました。日本でここまではさすがにできないと
感じましたので、比較としてロンドンの写真を挙げさ
せていただきました。
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こちらは私が中国に帰ってくる時の様子です。左側
の防護服を着た白い服を着ている人はCAさんです。
普段だと綺麗な制服を着ているCAさんですが、全員
防護服を着て眼鏡してマスクして目しか出ていない状
態で機内食のサービスをしてくれますが、我々として
はあまりいい気分はしないです。しかしながら、や
はり感染のリスクがあるということでこういう対応
を取られています。ちなみに航空会社は中華系です。
ANAとか JAL がどうなっているかわかりません。
右側は関西空港の出発ロビーです。普段は Aから

Hまでカウンターがあって賑わっていますが、下の表
示を見ていただくとわかるように、この日は夕方以降
の便が 4便だけということで、開いているカウンター
も A から D の 4つだけで残りは全部閉めています。
フライトの本数も大幅に減っておりますので、大阪か
ら上海に帰る便は火曜日 17時 55分の１本のみです。
それを逃すと大阪に帰るのは一週間待たなければいけ
ないくらい本数を絞っていますので、このくらい人が
いない閑散とした状況になっていました。

こちら（次ページ）は到着後すぐ、空港の中に併設
されている検査場の方に、左側の同意書とキットを
持って PCR 検査をもう一度受けます。検査後は目的

地に合わせて、目的地に一番近い隔離先に搬送されま
す。地区の名前がいろいろ出ていますが、上海市内の
どの地区に行きますかということを聞かれまして、ど
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こどこですという風に答えてwebで登録します。登
録後、各地区がバリケードで区切られているところで
搬送先に行くのを待つ、ということです。
ちなみに私は 17時 55 分の大阪発の飛行機に乗り

まして、上海の浦東空港に着陸したのは 19時半。そ
の後、いまの隔離施設に到着して部屋に入れたのは
25時半で、非常に細かなチェックと、少ない人数を
順繰りに対応しますので都度待たされます。会社の方
に連絡をすると、1時半はちょうど真ん中ぐらいで、
時間がかかる場合だと朝の 4時ということも平気であ
るようです。

このようにコロナに翻弄された 1年間でしたが、振
り返ってみますと国際線が中国→ドイツ、ドイツ→中
国、中国→日本、日本→中国を 2回の計 6回、隔離
生活は 3回ということで、本当に制限がものすごくか

かっています。またフライトチケットもめちゃめちゃ
高いです。私が帰りに乗った飛行機は片道で 30万の
チケットになっていました。本当に大変な状況になっ
ています。
オンライン上のコミュニケーションが非常に増加し

たなと感じます。あとは中国の管理体制と日本の管理
体制が、先ほど申し上げたように全然違うというとこ
ろで、かなりギャップはありました。
最後になりますが、ボールが蹴れる、スポーツがで

きるということが心の安定にどれだけ繋がるのかをす
ごく感じました。またスポーツのつながりがあったか
らこそ、メッセージ写真を撮ったような活動につなが
りますので、やはりスポーツの果たす意義はあるのか
なと思っています。
今回、「With コロナ /After コロナ」なのでそこに

向けてちょっと話をします。中国は既にWith コロナ
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というフローに入っているように感じています。医療
は確立してないのですが、管理をするという部分では
かなりルールが明確になっていますので、うまくやれ
ているというところです。ただし、国単位で何かをや
るには限界があると思います。移動にこれだけ制限が
かかっている状態で新しい生活に踏み出しましたと言
われてしまうと、私のような海外を拠点に生活をして
いる日本人からすると、本当に辛い状況です。そのた
め、やはり世界として、国単位ではなく、全体として
どうやって行くのかというところをみながらやってい
かないといけないというのが所感です。
最後に重ねて申し上げますが、やはりコロナ禍での

スポーツにおける心の安定、そういったものはものす
ごく意味があるのだということをものすごく感じまし
た。午前中、コロナ禍でイベントをやることが紹介さ
れていましたが、私は十分にやる意味があるというこ
とを、この 1年間の生活を通して非常に感じました。
ということを最後にお伝えして、私のパートは以上

にしようと思います。ご清聴ありがとうございました。

中 塚 ：ありがとうございました。非常に貴重な報告
ですね。写真も含めて。チャットの方に、小池さんか
ら質問があります。たぶん簡単に答えられると思いま
す。空港からホリデーインまでの移動は公共交通機関
が使えなかったとすると、どのようにされたのでしょ
うかということです。

春 日 ：これは小池さん、中国の移動のことでしょうか。

小 池 ：そうです。中国です。

春 日 ：中国は先ほどの待合室で待たされまして、全
部で８人ずつぐらいのグループを作って、それぞれに
１台、使っていない路面バスで搬送されます。もちろ
ん公共交通機関には乗れないですね。

小 池 ：春日さんのような人たち専用の交通機関が、
国の方からアレンジされているということですね。

春 日 ：おっしゃる通りです。特定の時間に飛んでき
ている便がありまして、その中に乗っている人数を地
区ごとに振り分けて、そこをまたさらに密にならない
ような人数に振り分けて、それぞれに１台ずつバスが

ついて順次運ばれるということです。

小 池 ：やっぱりその辺のアレンジがなかったら移動
できないですよね。

春 日 ：そうですね。できないですね。自家用車ない
しは迎えに来てもらってくださいというルールです。
中国は、どのバスに誰が乗ったかを特定しておかない
と、どこかで感染が発覚した時の濃厚接触者が割り出
せないので、非常に厳格にそこはやっていますね。

小 池 ：ありがとうございます。

中 塚 ：ほかにもたぶんいっぱいお聞きしたいことが
あると思います。私もたくさんありますが、忘れない
うちにチャットの方に書き留めていただけないでしょ
うか。岸さんの話が終わった後のクロストークでまた
取り上げたいと思います。どうもありがとうございま
した。
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中 塚 ：このコロナの中で、サロンのメンバーはさま
ざまな意欲的な取り組みをされています。その中で、
皆さんもご存知だろうと思いますが、アフリカが大変
なことになっているというところで「A-GOAL プロ
ジェクト」という名の支援プロジェクトを立ち上げ、
ものすごい勢いで動かしていたのが、NPOサロン事
務局長の岸さんです。岸さんにはプロジェクトの話と、
日常生活とどのように折り合いをつけながらやってい
たのか、その辺りを話してもらいたいと思います。
 
岸 ：今回は、A-GOAL プロジェクトの代表という

立場でお話をさせていただきます。シンポジウム第 2
部のテーマが「新しい日常」というところから考えま
すと、生活の中に日常と非日常がある中で、「休み時間」
は「日常」の時間になるかと思います。そのような「日
常」の時間を使って、アフリカの「非日常」な事態に
対するサポートを行い、パンク寸前なのが私のコロナ
禍での生活です。
今日はアフリカの話をしますが、おそらく関心を

持ってくださる方って少ないんじゃないかと思ってい
ます。というのは、先日、日本赤十字社が出した統計
によると、コロナ禍での海外に対する寄付は日本国内
に対する寄付よりすごく少なくて、わずか 6%という
調査結果が出ています。ここからも分かるように、海
外の、特にアフリカの話は皆さんにとっては遠い話だ
と思うので、今日は少しでも身近に感じていただける
ように日常的なところやスポーツの場面に紐付けなが
らお話ができたらと思っています。
岸と申します。いまサロン 2002では事務局長をや

らせていただき、普段は日本アンチ・ドーピング機構
で働いています。元々ケニアで協力隊として活動して
いました。その関係から、いろいろなアフリカとのつ
ながりの活動をしていまして、「スポーツ」や「アフ
リカ」をキーワードに「心の豊かさ」を実現するため
の活動をしています。
理恵さんのお話の中でワーキングスタイルが変わっ

たという話が大きかったと思いますが、アフリカでい

ま一番問題になっているのは失業者の問題です。本当
にアフリカでは、コロナの影響で多くの人が仕事を
失っている状況にあります。特に 3月からロックダウ
ンが色々な国で起きまして、感染者数に関してはアメ
リカとか他の地域に比べたら少ないですが、感染しな
くても仕事を失ってしまうような、経済的なダメージ
が大きいというところがあります。ご存知の通り、ア
フリカの国々にはまだまだ低所得者が多くいますが、
ほぼ貯金もない中で生活をしていると、仕事がなく
なってしまうことですぐに食糧が得られない状況にも
なっています。政府からのサポートも十分には期待で
きません。
このような状況に対して「A-GOAL プロジェクト」

というプロジェクトを 5月に立ち上げました。左側の
赤い服を着ている人たちが、サッカークラブの指導者
とか運営している人たちですね。

彼らを通して地域の人たちに食料を渡すプロジェク
トを始めました。日本からアフリカに、主にお金を送
り、そのクラブが地域の人たちに食料だったり感染症
予防の石鹸だったりマスクだったりを配るという活動
です。
このプロジェクトをやりつつ、私の 3月から 11月

までがどんな生活だったかというところをお話させて
いただきます。

3月に全世界の JICA ボランティアが一時帰国しま
した。彼らと一緒に、ケニアの子どもたちに奨学金を
渡す活動もしていたので、そういった活動の見直しが

休み時間はアフリカに
－A-GOALプロジェクトの挑戦

岸 卓巨



48

大幅に必要になりました。また、日本アンチ・ドーピ
ング機構で働いているので、東京オリンピック・パラ
リンピック競技大会延期というのも生活の中では非常
に大きかったです。そして、サロン 2002ではオンラ
インの月例会。私も在宅勤務がはじまりました。
そんな 4月にケニアの友人、これはサッカークラ

ブの指導をしている人ですが、その人から、コロナの
影響で食べるものにも困っているという SOS が入り
ました。そしてA-GOAL プロジェクトを始めました。
20人ぐらいで始めましたが、その後人数は増えてい
き、支援地域も、6月にはケニアからナイジェリアに
広げました。この活動は、主に日本人を中心とした皆
さんからクラウドファンディングなどで寄付を募っ
て実施しています。あと、アフリカに行けない中でプ
ロジェクトを運営するためのオンラインミーティング
が非常に多く、ほぼ毎日はしごで、今回ケニアの人と
話をしたら次はナイジェリア
の人と話をして、みたいな形
で実施していました。本当に
オンラインでできることが広
がってきて、Facebook Live
というような、フェイスブッ
クを使ったオンラインのイベ
ントなどをしています。
7 月からはマラウイという

国でも活動を始めました。オ
ンラインを活用する機会は増
え、8月にはコロナの影響で、
留学に行きたかったけど行け
なかった高校生と A-GOAL で
つながっているアフリカの人
達をオンラインでつないで交

流をするプログラムを、高校生の発案で始
めました。クラウドファンディングについ
ては第 2弾という形で 100万円を集め、こ
れぐらいの時期にアフリカでの感染者数は
100万人になりました。
9月、オンラインのイベントを 24 時間

やるという、ちょっと無謀なチャレンジを
しまして、100 万円を集めることを目標に
実施し、最後の最後で集まりました。あと
JICA とのセミナーをやったり、子育ての方
では幼稚園の面接が入ってきたり、私の専
門分野であるスポーツの SDGs について本
を書いて販売したり。このような形で 3月

から 11月はかなり怒涛の毎日を過ごしていました。
ちょっとA-GOALの話に戻ります。どんな形でやっ

ているのかと言いますと、日本からアフリカの人達に
まずお金を送ります。彼らは、日本で言う総合型地域
スポーツクラブとかまちクラブの指導者です。Jリー
グのようなトップ層ではない、学校の校庭を使ったり
とか、地域の施設を使ってやっているようなクラブの
人達が、自分達でスーパーなどで商品を購入して、そ
れを地元の人たちに配るという活動をしています。こ
の図は、ケニアやナイジェリアのケースですが、マラ
ウイは少し異なり、地域サッカークラブを拠点に農業
プロジェクトをやっています。マラウイ湖国立公園と
いう、もともと観光地であった場所では観光客が激減
し、サッカーをしながら本業で観光業をやっていた人
たちと、野菜を育て、地域の人たちに配布する活動を
行っています。そのような形でいま、ケニア・マラウ
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イ・ナイジェリアの 3か国、15のクラブと連携して
活動しています。
日本のメディアにも取り上げて頂きました。特徴

的なのが、日本とオンラインで繋ぎながらこのプロ
ジェクトを運営している部分かと思います。zoomと
か Facebook のメッセンジャーなどを使って、どこ
のクラブと連携するかを決めるための面接を行ったり、
現地の様子を報告してもらいモニタリングしています。
先ほどお話しした 24時間チャリティーライブに関

しては、スポーツでアフリカと繋がろうということを
テーマに行いました。写真の中で見たことがある方も
いらっしゃるかと思いますが、ワキウリさんという
ケニアのマラソンランナーとか、オルンガさんとか、
サッカーや陸上や色々な形でアフリカに繋がる人たち
に出演していただきイベントを開催しました。イベン
トの中ではリアルタイムでアフリカ各国の現場と中継
を繋ぎ、オンラインツアーも実施しました。このよう
なこともコロナの中でオンラインのツールを活用する
ことでできるようになったことかなと思います。
A-GOAL では、日本の農業の専門家とアフリカの

現場をオンラインでつないで、農業の仕方を教えるよ
うなこともやっています。あとはオルンガさんですね。
いま Jリーグで得点王になっているオルンガさんと、
ケニアの子ども達をオンラインでつないで、子ども達
にメッセージを送ってもらうことをしました。
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このような活動の中で感じていることとしては、非
日常での支援活動における日常の大切さという部分で
す。これは、大きく分けて三つの点で感じています。
1つは、なぜスポーツクラブをハブにこの活動を始

めたかという部分です。もともとアフリカのスポーツ
クラブでは日常的に、コロナになる前から、サッカー
だけではない、地域の、日本でいうホームタウン活動
のようなことをしていました。犯罪防止やHIV防止の
ためのワークショップを開催したり、地域の課題にア
プローチするような活動です。そういう活動している
と、地域の人とのつながりができてきます。そうする
と、誰が地域の中で、このコロナの中で失業している
かとか、どこに障害のある方がいて、なかなか政府か
らの援助が受けられないとか、どこに孤児がいて、と
いうことが本当に彼らが一番わかっています。そうい
う日常での地域活動をしている人たちと連携すること
によって、この短い期間でも多くの人達に食料を届け
ることができたということがあります。このように、
スポーツクラブによる日常の活動が、今回のコロナ禍
という非日常で生きてきたということがあります。
2つ目として、スポーツを通した国際協力って、例

えば JICA でもスポーツの指導者を送ったりスポーツ
用具を支援したり大会の開催支援をしたりするのは多

く行われていますが、この「WITH コロナ /AFTER
コロナ」になってより必要になってくるというのが、
生活とか地域から支えるという「日常からの支援」か
なと思っています。サッカー選手もスポーツの場面だ
けで生きているわけではなく、元々の生活自体がコロ
ナの中で危うくなっているところがあるので、そこの
生活の部分から支える、日常から支えるということが
必要かと思います。
3つ目は、今回このプロジェクトをやるにあたって、

多くの方に協力いただき、最大で 80人くらいの方に
プロジェクトのメンバーとして入っていただきまし
た。アフリカの繋がりだったり JICA のつながり、ス
ポーツのつながりなど色々ありますが、私が今までの
日常生活の中で築いてきた信頼関係だったり、日常生
活の中で築いてきたネットワークがこのプロジェクト
にすごく紐付いているなと思います。非常事態になっ
た時に、そういう日常的な部分で繋がっていた人たち
が集まることができるんだということを強く感じまし
た。そういう意味で、日常が非日常での活動に活きて
くるところで考えています。
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今後の展望についても日常・非日常を絡めながらお
話しすると、日常から支えていくことが必要だと思い
ます。いま食料が足りないというところは、今後改善
していくかと思いますが、それだけじゃない。例えば
医療に関しても、対処療法だけじゃなくて予防も教え
るということも必要です。右の絵は、日本の医者が
やっている家庭医療の啓発プロジェクトと A-GOAL
が連携しているところです。左下は女の子達に生理用
品を配るところで、サッカーに来ている女の子達なん
ですが、コロナの中で生理用品が買えなくなったとい
うのもありますし、元々のジェンダーの問題が、コロ
ナの中でより顕在化しているというのがあります。そ
ういった日常の問題を支えていく必要があるかなと
思っています。
2つ目はどちらかというと日本の問題だと思います

が、日本でも災害があったり震災があったり、今後非
日常的なトラブルが起きるリスクがあると思います。
東日本大震災の時に海外から多くの支援が寄せられた
ように、A-GOAL プロジェクトを通じてもアフリカ
の人達とネットワークを作り、今後日本で起きた際に
は、彼らから日本が助けてもらうような関係性を構築
できたらと思います。それこそ 30 年後、50 年後に
なってくると、もしかしたら日本よりアフリカの方が
発展しているかもしれません。日本が高齢化している
社会であることを考えると、逆転していることもなく
はないと思います。そういった時に助け合えるネット
ワークをこのプロジェクトを通じて作っていきたいと
思っています。
最後は日常と非日常というところで、非日常の支援

活動ばかりしていると日常がおろそかになりますの
で、この部分も自戒の念を込めて、家庭も大切にしつ
つバランスをとっていきたいなと思います。
 
中 塚 ：ありがとうございました。途中機器トラブル

がありましたが、あれは非日常ではなく日常に起こり
得るのだというところで。そういうのも「AFTER コ
ロナ」では少しずつ乗り越えていくことになるのだろ
うと思いますね。
最後の日常と非日常のバランスは、常に私も感じて

いるテーマです。どうでしょうか。岸さんの提起して
くれた話題。もしかすると初めて聞かれる方もいらっ
しゃるかもしれません。まず岸さんのプレゼンで出て
きたことに関して質問等ありましたらお願いします。
どんなことでも構いません。あるいは補足がもしあれ
ば…。

岸 ：せっかくなので浜野さん、声出せますか？　
自己紹介含めて感想とか伺えればと思います。

浜 野 ：ご紹介に預かりました浜野大志と申します。
同志社大学の 3年生です。いま大正大学で教鞭を取ら
れている林恒宏先生が代表されているピースボールア
クションというNGOの団体があり、そこの活動をい
ま少し任されています。ピースボールアクションは、
サッカーボールを日本から集めて途上国の子どもたち
や日本の震災の被災地、親のいない家庭に届けるとい
う活動をしています。僕は途上国の子どもたちにボー
ルを届けることにすごく興味があって、色々紹介があ
り、アフリカのウガンダの方に少しコネクションがで
き、そこにサッカーボールを来年の 8月あたりを目処
に届けたいと考えております。僕の自己紹介はそれぐ
らいですね。
感想としては、僕自身、いまサッカーボールだけを

届けようとしていて、そこの生活の基盤であったり、
それこそ目の前の課題、食料とか明日を生きるための
お金であったりとか、そういうところがすごくアフリ
カでは逼迫しているんだなって思いました。僕自身ア
フリカに行ったことがなくて、まだ何も知らない状態
でこのような現地の話を聞く機会はすごく重要だなっ
て今日は思いました。ありがとうございました。
 
岸 ：ありがとうございます。私が浜野さんを応援

しているのはサッカーボールを送るだけじゃなくて、
一緒に絵本を届けようっていうことでやっていて、
サッカーだけじゃない、生活と言うか日常の部分にも
サポートをしようっていう活動なので。そういうプロ
ジェクトも今後増えていったらいいなという風に思っ
ているところです。
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中 塚 ：ありがとうございました。そもそもこのコロ
ナになった時、オープニングのムービーでも紹介され
ましたが、「生きるだけならなくてもよいが、よりよ
く生きるには欠かせない文化であるスポーツやアー
ト」、そのように我々は捉えていますが、「生きる」と
いうところに関して、ものすごく切羽詰まった状況に
ある人たちが世界中にいる。たぶん国内にもいっぱい
いるんじゃないかと思うんです。そういう観点から、
やはりこのコロナで気づかされたこと。リモートワー
クはできるかもしれないけど、エッセンシャルワー
カーはリモートワークができないわけで、現場で体
張ってる人たちがいっぱいいるわけですよね。そうい
うことにも気づかされたこの１年かなと思います。
残り時間はあまりありませんが、感想なり補足なり

をしていただけると。私の方からは是非、笹原さんに
はコメントを頂きたいと考えております。他の方から
も、質問も含めて。チャットに書いていただいてもい
いですけど、コメントいただければと思います。
春日さんは上海に勤務してようやくいま上海に戻っ

た立場ですが、笹原さんは日揮のミャンマー支店長と
して着任したけど、コロナで帰国を余儀なくされ、未
だ鎌倉ですよね。
 

笹 原 ：はい、鎌倉の自宅でございます。
 
中 塚 ：そういった観点からちょっと補足及び感想を
いただければと。
 
笹 原 ：補足することは特にないですけれども、やは
り皆さんの話を聞いていて、コロナの中で生活が非常
に変わってしまった、その変わった生活を利用すると
か影響を軽減するとか楽しむとか、そういったことを
やっていているのは非常に興味深く聞きました。私は
皆さんに影響を与えることは大してなくて、自分の足
の怪我を治すリハビリがコロナで会社に行かなくなっ
たのでよくできたとか、そういったことはあるのです
が、本当に皆さん他の人に影響を与える、他の人を巻
き込むような形での活動をされている方が沢山いると
いうのは非常に興味深く聞きました。ありがとうござ
います。
 
中 塚 ：ありがとうございます。他の方からいかがで
すか。感想でも構わないんですが。第１部で八戸から
お話しいただいた土谷さんが戻ってこられています。
土谷さん、話聞こえてます？もしもし土谷さん？

 
土 谷 ：はーい、聞こえてます。まさに撤収中でござ
います。
 
中 塚 ：あーそうですか。
 
土 谷 ：ラジオ代わりにいまずっと聞いていまして、
 
中 塚 ：そうすると岸さんが最後に示された「BEFORE
コロナとWITH/AFTER コロナ」の対比の図はご覧に
なれてないですね。
 
土 谷 ：ごめんなさい。絵は見てなかった。
 
中 塚 ：そうですか。岸さんもう１回出してもらえま
すか（p.50 右下スライド）。午前中にも話しましたが、
「これまでのスポーツとこれからのスポーツ」という
ものと「これまでのアートとこれからのアート」がか
なり重なっているというところで土谷さんと意気投合
した話を紹介しました。岸さんが「BEFORE コロナと
WITH/AFTER コロナ」をこのような形で整理してく
れました。これを見て土谷さんはどのようにコメント
してくれるかな、と思っていたのですがどうでしょう
か。
 
土 谷 ：なるほど。自律共生社会っていう感じがしま
すね。それぞれが、個々が自立してそれが共生してい
くような社会なのかなと思いますね。
 
中 塚 ：「答えは先進国にある」から「答えは現場にあ
る」というところ岸さんもう少し補足してもらえない
ですか。
 
岸 ：もともと国際協力は、先進国が答えを持って

いて、それを教えるみたいな形の、教えるとか与える
みたいなのが一般的だったと思うのですが、それが今
後は、どちらかというと現場に答えがあり、それが繋
がってない人達につなげる、みたいな部分が必要なん
じゃないかと思います。いわゆる現場の中で、そこが
うまく行き渡ってなかったり、そのグループに入れて
いなかったり、という人たちが結構いたりするので、
助け合い、現場の中でプレイヤー同士をつなぐという
のがすごく大事だという話です。
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土 谷 ：素晴らしいですね。ヴァナキュラーってこと
ですね。
 
中 塚 ：土谷さんは、いろんなローカルに出向き、今
回は八戸、日常的には高知県佐川市、どんどこ相撲も
いろんな商店街だったり、そういうローカルな現場に
立ち会っていろんな活動をされています。それももし
かすると、ローカルなところにすでにある、だけど眠っ
ている何かを引っ張り出すことに繋がっているのかな
と、そんな気がするんですけど。
 
土 谷 ：そうですね。まあ現場現場で形骸化しちゃっ
ているものをもう一度目覚めさせるような仕事かなと
思っていますけれども。
 
中 塚 ：そういう意味では、岸さんが言っているよう
なことと繋がってきますよね。
 
土 谷 ：そうですね。要するに啓蒙的なものではなくて、
その土地その土地のそのヴァナキュラーなところから
着手していくようなものになっているという風に思い
ますね。要するに、グローバルみたいな幻想から覚め
た方がいいんじゃないかっていうことで、岸さんが表
してくれたようなところは非常にこれから有効かなと
は思います。
 
中 塚 ：ありがとうございます。むちゃぶりにお答え
いただきまして。片付けの方が大変だろうと思います
が進めてください。
 
土 谷 ：はいどうも。

中 塚 ：そろそろ私が発信しているこのお店も、少し
ずつ賑やかになってきました。隣のブースにお客さん
が入ってきて、始まろうとしているところです。そろ
そろお開きの時間が近づいてます。３名の演者から締
めのコメントをお一人ずつ。理恵さん、春日さん、岸
さんの順でいただき、この場を締めたいとい思います。
じゃあ田中理恵さんからよろしいでしょうか。
 

田 中 ：皆さん今日はどうもありがとうございまし
た。他の方たちの広い活動を見て、結構私は手元の活
動だったなぁと思いながらお聞きしていました。でき
ることからやってみようという動き自体は全体の流れ

となっているのかなと思いますが、これを機にあまり
動かなかった人達が多くなったという意味では、私が
やっていたことも意味があるのかなと思いつつ、先に
繋げてできればと思います。よろしくお願いします。
以上です。
 
中 塚 ：では春日さん、お願いします。
 

春 日 ：今日は貴重なお時間いただきまして、中塚理
事長はじめサロンの皆さん本当にありがとうございま
した。私からは二つあります。一つ目は、私この１
年間は、申しあげた通り、コロナウイルスに奔走され
た１年間でして、何か新しいことを始めようとか、こ
の状況だからこうしてみようというようなことを考え
る余裕もなく、半ば強引な部分も含め、日本と中国を
行き来するような状況になっていました。なのでそう
いった生活の中で、改めて日常的にできていたことが
本当に素晴らしい事なんだなというのを再確認できま
した。ボールが蹴れること、集まってサッカーができ
ること、また集まった誰かと食事が取れること、家族
に日本に帰って会えること。こういったことが本当に
素晴らしい事なんだということを本当に再確認したと
いうことがまず大きいかなと。なので、まだまだ岸さ
んや理恵さんのステップにはまだ私は行ってません
が、そこはすごく感じたところです。
2つ目は、理恵さん、岸さんの方に行くためにはと

いうところを含めてなんですけれども、少し想像力を
もう少し働かせてやっていくことが大事なのかなと。
コロナで私は状況的に厳しかったので自分のことで手
一杯だったところもありますが、この状況の中で他は
どうなっているんだろうとか、何かできないことない
かとか。この余裕が、コロナの状況の回復具合によっ
て、人それぞれでたぶん変わってくる中で、そうなっ
た時に初めて他の人や他の事に少し想像力を持って、
何か動くということが、きっと新しい「AFTER コロ
ナ」の世界を作っていけるんじゃないかというところ
があると思います。まず２週間頑張ってこの隔離から
出た後はそんなことも意識しながら活動できたらなと
思います。今日はありがとうございました。
 
岸 ：１点私からお伝え、お話しさせていただくと、

今回の案内文に「スポーツというのは生きるだけなら
なくてもいいが」という話が書かれていましたけれど
も、生きるためにもスポーツが必要ではないかと私は
強く感じています。A-GOAL では、スポーツのネッ
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トワークを活用して生活を支える食料を届けています
が、それだけではなくて、日本でもコロナ禍で自殺率
が高まったり、障害者が社会に参加するのがより難
しくなったりっていうところもあると思います。そう
いった時にスポーツが果たせる役割はすごく大きいの
ではないかということです。よりよく生きるというよ
りも、もっともっと人の人生の根幹にアプローチでき
るものなのではないかと思っています。引き続きよろ
しくお願いします。
 
中 塚 ：どうもありがとうございました。まだまだ議
論も続けたいところですが、一旦シンポジウムとして
はここでお開きにしたいと思います。
冒頭申し上げましたが、このシンポジウムの中身は

活字にして報告書の形でまとめます。それをサロンの
ホームページと広報誌に掲載します。その段階で、発
言していただいた方にチェックをお願いすることにな
るかと思いますがご協力お願いします。なおサロンの
ホームページには、公開シンポジウムだったり月例会
の過去の報告がたくさん載っています。午前中、本多
さんからU-18 フットサルの取り組みの話もありまし

たが、その経過も報告書にまとまっています。是非お
目通しいただければ。そして我々「スポーツを通して
のゆたかなくらしづくり」という“志”で引き続き活
動を続けて参ります。いろんな人がつながるのも原動
力になっていきますので、是非皆さんもご入会を！
というところでこの会をおしまいにしたいと思いま

す。
本当にどうもありがとうございました。また今後と

もよろしくお願いします。ありがとうございます。

引き続きオンライン懇親会へ


